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社会福祉法人新田保育園 

園長 野村 陽子 

あけましておめでとうございます 

 昨年は、緊急事態宣言による休園、新型コロナ感染対策による園行事の縮小や中止がありました。引き続

き厳しい状況下にありますが、子どもたちの成長発達は常に私たちの希望です。希望を胸に抱き、新しい年

を 1歩 1歩牛の歩みで前進しましょう。ゆっくりでも、世の中は好転していくと信じましょう。                                          

お獅子様がやってきた 

  12 月の天気の良い日。新田保育園にお獅子様がやってきました。年齢の小さな子どもたちは驚きで固

まります。泣いてよいのか、いけないのか。この判断がつかないのです。大きな子どもたちは、経験上「頭

を噛んでもらうと賢くなる」「風邪をひかない」ということを知っており、自ら頭を差し出す姿がありま

した。今回、お獅子様来園の目的は「新型コロナウィルスを退治する」ということ。ちょうどその時、や

ってきたのは新型コロナウィルス！お獅子様は、軽々大きな口でパクっと食べて退治してしまいました。

子どもたちは拍手喝采！「かっこいい」「ありがとう」すっかり人気者になったお獅子様は、さっそうと

舞いながら帰っていきました。お獅子様が、園の厄払いをしてくださったので、 

新田保育園にはきっと良いことがあるでしょう。令和 3年も皆さまと共に歩みます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

保育園を開園したい ～あたりまえの毎日の維持～  

 園職員は子どもたちの発達、生活を保障すること。保護者の皆さまの就労、生活を支えること。この 2点

において誇りを持ち、業務にあたっております。しかし新型コロナ禍の今感染拡大防止の為、休園措置とな

る事例が全国で発生しています。園児・職員・送迎に関わる保護者が、新型コロナ陽性の診断を受けた場合

は、保健所指示を仰ぎ、休園の期間が決められます。「休園」は、園児 96名の保護者の方の生活と就労に影

響します。子どもたちが楽しみにしている行事も全て取り止めです。園職員にとって、このことは大きな心

理負担になり、終わりのない消毒作業と共に、重くのしかかっております。 

 もはや、いつどこでだれが陽性の診断を受けるかわかりません。それが、園児・職員・保護者の皆さまの

いずれでも、私たちの全員が感染予防対策に努めたうえで感染したのであれば、仕方ありません。うらみっ

こなしです。しかし、休園になっても最短で開園できるよう、12月 22日に配布した「新型コロナウィルス

流行に伴うお願い」に記載したことを守っていただくよう、改めてお願い申し上げます。家族以外の方と濃

厚接触を避ける努力も、あわせてお願いいたします。  

●1 月 30 日（土）は生活発表会「はるまつり」です。感染予防に配慮して開催予定ですが、状況によって

は中止、もしくは映像公開になる可能性があります。予めご了承ください。 
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